
式
沼
山
関
与
六
周
こ
唯
一

巷一+二車第ずて罪

禁

輔

載

司ff宮署日ー-}=司ニエ-1--勾三匹蓮寸占亙三芳三

歯

周

櫨

思

財
産
税
に
於
け
る
都
郁
の
封
立
・
・
・
・
法
率
一
博
士

人
間
愛
の
起
源
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
数
授

純
正
視
象
撃
の
方
法
論
及
び
問
題
論
・
文
皐
博
士

時

間

論

剛

僻
労
働
組
合
さ

L
て
の
小
作
人
組
合
・
-
法
事
博
士

食
料
増
殖
問
題
ご
林
業
政
策
・
・
・
・
・
・
法
皐
博
士

抱

肌

激

柏

岡
山
藩
ミ
大
阪
ご
の
海
運
・
・
・
・
・
・
・
経
済
事
士

市
町
村
の
混
合
企
業
に
就
て
・
・
・
・
・
経
済
準
士

欧
洲
紘
家
産
運
動
及
び
家
産
制
度
・
a

経
群
島
千
士

雄

棺

錦

峨

ヒル
7
Z
7
4シ
グ
の
恐
慌

ω
意
義
に
つ
い
て
経
費
壬

妙
心
寺
の
財
政
組
織
・
・
・
・
F
-
-
-
-
-
-
-

純一隣町学士

辻品吋

A
骨

r

農
林
省
統
計
報
告
規
則
・
脅
枇
統
計
姐
則

蜘

問

鍋

田

町

本
誌
第
二
十
一
巻
撤
回
錐

谷

口

吉

彦

中

川

典

之

助

紳

戸

E
雄

川
村
多
賓
ニ

米

国

庄

太

郎

河

田

嗣

郎

山

本

美

越

乃

人小黒
木山
芳田正

之小
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市

町

村

混

合

企

業

ド

就

て

の

小

11J 

回

ず七

[/ 
究

は
し
が
き

i
l訟
義
l
i品
川
革

1
l副
醐

1
i組
帥
兆
他
7
1
i川
政
と
の
刷
係

1
1郡
吉

I
1結
局
。

戒
析
の
企
業
の
市
町
村
有
化
就
中
市
有
化
問
題
は
、
理
論
上
質
際
上
新
し
い
ー
も
り
で
な
い
。

現
今
各
闘
に
於
て
訓
何
度

ω差
こ
そ
ゐ
れ
可
成
多
〈
の
市
町
村
企
業
が
あ
る
。
且
又
理
論
上
仁
て
も
可
成
精
細
に
研

究
さ
れ
て
府
品
。
然
る
仁
比
般
的
最
近
獅
逸
に
、
市
町
村

ω企
業
態
ピ

L
て
二
つ
の
新
形
態
が
現
れ
た
。
削
も
英

一
は
誌
に
紹
介
し
ゃ
う
ご
す
る
所
耐
(
公
私
」
泌
合
企
業
(
註
乙
で
あ
る
。
共
ニ
は
所
融
市
町
村
聯
合
企
業
で
あ
る
。

元
来
日
常
企
業
に
は
長
所
ピ
共
に
相
設
の
短
所
が
あ
る
。
般
に
何
か
之
を
除
〈
方
法
は
な
い
か
。
叉
別
に
市
町
村

の
財
政
需
要
は
増
加
し
て
止
む
べ
〈
も
な
い
。
従
て
も
早
や
利
枚
以
外
に
、
之
仁
肱
守
る
財
源
は
な
い
か
。
ぜ
一
五

ふ
二
つ
の
相
常
重
要
で
且
興
味
ゐ
る
問
胞
が
あ
る
0
4・
誌
に
川
令
企
業
を
紹
介
す
る
の
は
、
此
問
題
研
究
上
、
一

補
肌
資
料
を
求
む
る
じ
あ
る
。
然
し
4
S
考
の
文
献
甚
に
少
な
〈
極
的

τ組
雑
ド
過
ぎ
な

ν
事
を
法
城
ご
す
る
。

(
陸
-
ご
)
温

ι骨H籾
拙
蹄
悶
的
企
誕
(
如
糾
帆
伴
)
(
色
口
α自』
zm円η
『
7E=ωRn岳}『E凶記釦旦{奇E吋己
]=Fの
r
m
(守吋)戸司~ロ己円。日『ロ
Eぬ岳rE戸5Uロ
ロ
叫
(
回
。

E
。
σε))
と
一
公
凶
は
れ
て
肘
る
場
合
い
が
酌
品
品
刷
も
畠
(
、

時
と

L
て
槌
A

合-甘口日
n公白私
A栴
叫
業
(
の
η
自』訪凶円η岳廿宮件唱官H口=M=《=斜記円百m
ロロ邑仏口巳峠『

白早σ)
と
.
も
も
一
云
耳
は
れ
て
居
る
。
伺
市
町
利
.
私
組
抽
神
問
的
純
岨
詩
宵

(
Z
S
E
c
s
-
l官
M
S害
呈
円
FM44ロ
η
r
q
回
町
民
門
戸
。
『
)
私
・
井
岡
山
臨
済
的
料
管
(
司
自
一
点
1

m
2
5
5
5
5
n
F
E
w
-山内
FOH
出
色
ロ
ou)
、
或
又
公
私
共
同
総
替

(
C
同
WE--nFHih--百
円
日
開

mHMWEEnZ『
官
官
可

EU)
と
云
ふ
事
も
あ
り
と
一
目
L
。

で
は
し
が
き
。

設

第
二
十
一
巻

(
第
」
ハ
蹴
一
一
七
)

苑

市
町
柑
の
混
合
企
業
に
就
て

九

九

Iり) Ty戸sz北k占U叫z
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第
二
十
一
番

(
第
六
披

苑

市
町
村
山
槌
告
企
業
に
就
て

会
私
混
合
企
業
と
一
耳
ふ
が
正
確
で
あ
ら
う
が
、
簡
単
に
混
令
企
議
と
以
下
時
ぷ
。
同
み
に
市
町
村
聯
骨
企

と
は
、
日
ロ
百
円
げ

0
5自
己
目
-
o
d
z
o白

E
b
r
E
E
M問
主
指
し
た
の
で
あ
る
ロ

=
、
意
義
。
抜
に
所
前
(
一
公
私
)
槌
合
企
業
ご
は
、
市
町
村
等
の
下
級
会
共
同
鱒
正
私
人
ご
が
、
企
業
資
本
の
脱

出
及
企
業
の
支
配
管
理
に
共
同
し
て
奉
加
し
て
居
る
笹
利
企
業
を
指
す
の
で
あ
る
。
従
て
第
一
に
出
資
ピ
業
務
の

支
配
正
に
公
人
及
私
人
が
共
同

L
て
港
加
し
て
居
ら
ね
ば
な
ら
泊
。
依
て
例
ば
、
忍
人
の
み
の
資
本
で
設
立
3
れ

た
企
業
に
公
人
が
共
役
員
を
任
見
し
、
又
は
北
(
業
務
に
干
渉
し
、
叉
一
は
業
利
盆
分
配
に
典
か
る
も
の
、
如
き
は
先

イ
除
外
せ
ね
ば
な
ら
旧
制
。
戒
は
此
の
如
き
企
業
を
も
混
合
企
業
の
一
形
態
ご
す
る
訟
も
あ
れ
左
、
削
川
料
脱
き
に
失

す
る
慌
で
ゐ
る
o

蓋
L
誌
の
土
地
山
崎
物
其
仙
の
設
備
を
利
用
す
る
私
企
業
、
若
し
〈
日
公
盆
日
公
安
に
閥
係
を
有
す
る

な
企
業
等
は
、
『
公
法
的
又
は
契
約
上
内
一
根
協
に
基
い
て
、
其
業
務
上
相
賞
の
干
砂
を
受
付
、
時

Z
L
て
公
人
は
利

盆
の
分
配
を
受
〈
る
。
然

L
夫
は
混
合
企
業
の
場
合
ご
理
由
を
異
に
す
る
の
み
で
な
(
、
企
業

ω
一
新
形
態
ご
す

る
に
足
り
な
い
o

次
仁
公
人
の
み
の
資
本
で
企
業
L
、
後
之
を
犯
人
に
貸
出
到
し
て
縦
笹
せ
し
む
る
も
の
は
勿
論
、

共
同
出
資
に
依
る
も
の

Z
雌
も
並
(
業
務
の
支
配
管
理
が
会
〈
会
忍

ω
一
方
仁
委
ね
ら
れ
て
あ
る
も
の
を
除
〈
。
真

に
公
私
別
例
の
二
企
業
が
何
等
か
の
理
由
か
ら
契
約
的
に
結
合
さ
れ
て
、
共
同
し
て
一
企
業
の
如
〈
総
経
由
さ
れ

τ

居
る
も
の
も
亦
之
に
崩
せ
旧
目
。
錦
二
以
替
刺
を
主
目
的

t
L
て
有
す
る
も
の
に
限
る
。
故
に
開
平
に
公
盆
や
共
同
利

用
を
主
目
的
ご
し
て
、
共
同
出
資
を
な

L
共
同
仁
業
務
を
執
っ
て
居
る
も
の
、
所
論
共
同
利
川
市
H

副
の
如
、
百
は
除

外
す
る
。
例
山
品
川
今
弐
の
大
戦
中
澗
逸
仁
於
て
戦
時
給
剛
山
就
中
食
潮
品
給
別
を
円
的
正

L
て
日
常
私
並
(
岡
に
て
設
立
せ

ら
れ
た
諸
曾
枇
、
ヌ
は
伯
林
市
の
動
物
問
問
株
式
曾
枇
の
如
き
は
、
此
知
か
も
此
企
業
外
で
あ
る
。
勿
論
市
町
村
企

Fucl1S. a 乱 O.5. 242.， O. 1¥lost，礼 λO.S. 332.， Pa日 OW.a. a-O. S 
)-3.. Liefmanl1. a. a. O. S. 2T4 J. (;rnnlzeT， Inrlll~tliepolitilξ1921 ， 3 Auf. 
S .¥ 
Licfmann. a. a. O. S. 2T4 
F. Elsas， L.ehcnsmittelvcrso叫ungsg(!sellsclm仇en(】川"KOlnnumales Ya-
11lbllCh"-Krieg-shand， 19.'9. S:_2j";~:230 
Pa550W. Dic .Akticl1gcsclbc1ρCtc 11. r~μ2. ;! Auf. S. 543 
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業
は
園
家
企
業
ピ
同
伎
に
、
全
然
晶
画
利

ω
み
を
目
的
正
な
す
事
は
少
な
(
‘
且
其
且
官
利
主
義
は
常
に
公
盆
の
翁
め

に
、
両
盟
更
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
向
。
従
て
具
膿
的
に
は
棒
利
を
主
目
的
ご
す
る
や
否
や
は
不
明
瞭
ど
な
る
を
免
れ
叫

が
、
設
立
の
趣
旨
己
業
務
の
賞
際
、
例
ば
手
数
料
主
義
に
依
て
給
付
を
配
分
せ
る
や
否
や
等
、

仁
一
関
し
て
判
断
す

i

、，、，
z
ト、
L

、
o

g
q
n
ν
~
h
M
J
F
e
J
l
a
w
 

右
の
如
き
混
合
企
業
が
市
町
村
企
業
の
一
形
態
己
古
る
、
仁
至
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
ゆ
事
に
属

す
る
り
れ
共
、
閥
家
に
於

τは
必
十
し
も
，
そ
う
で
な
い
o

且
又
郁
市
企
業
ご
し
て
も
杢
〈
先
例
が
な
い
事
は
な

い
I

。
が
日
躍
起
之
を
市
町
村
企
業

ω
一
形
態
ご
し
て
、
共
範
を
示
し
且
議
論
の
中
心
己
な
っ
た
の
は
、
ェ
ァ
セ
ン
市
の

ラ
イ
ユ

V

1

タ
エ
月
ト
フ
ナ
l
p
ッ
V

エ
電
気
株
式
曾
枇
で
め
っ

τ、
此
こ
毛
常
面
の
先
脱
者
ピ
見
倣
さ
れ

τ居

品
。
元
来
、
エ
ッ
セ
ン
市
は
千
八
百
九
十
入
年
市
有
電
気
事
業
を
越
す
代
ち
に
、
特
別
の
契
約
の
下
に
四
十
年
の

期
限
を
附
し
、
-
フ
イ
?
イ
ヤ

1
曾
耐
に
岡
市
内
の
該
企
業
を
許
可
し
た
o
後
同
事
業
が
ス
ア
イ
キ
ス
一
一
恢
の
手
に

入
る
や
、
各
業
務
の
企
業
を
粂
有
し
且
各
地
の
大
小
の
公
、
忍
企
業
を
合
併
又
は
買
牧
し
て
、
大
俊
雄
を
制
策
し

た
。
之
に
劃
し
て
非
"
的
な
反
制
運
動
が
起
っ
た
。
が
結
局
若
干
の
地
方
阿
健
は
一
公
盆
的
財
政
的
立
場
が
ら
漸
次
同

一
耽
株
式
を
私
人
か
ら
買
収
し
て
巻
加
す
る
に
至
っ
た
o

エ
ッ
セ
y

、
ミ
ュ
1
u
y
A
4
ム
、
ギ
ル
ゼ
ン
キ
ル
へ
ン
一
二

市
は
此
(
先
鞭
を
附
け
た
の
で
あ
る
。
此
如
P

、
し
て
他
の
一
公
共
闘
櫨
b
漸
次
株
式
買
牧
の
方
法
で
問
枇
企
業
に
参
加

マ山
F
9

マ
ル
タ

す
る
に
至
ら
、
千
九
百
十
年
に
は
資
本
金
盛
千
八
百
蔦
馬
中
千
彦
百
高
馬
ご
、
監
査
役
二
十
四
人
中
十
四
人
己

を
三
市
十
一
那
二
村
の
干
に
牧
め
川
千
九
百
二
十
年
に
は
純
資
本
音
億
人
百
両
馬
中
五
千
阿
古
高
尚
余
己
、
一
一
一
十

凡
人
む
監
沓
役
中
二
十
五
人
ご
を
共
関
係
公
人
を
以
て
占
品
位
。
然
し
之
よ
h
前
、
千
人
百
九
十
五
年
ス
ト
ラ
ス

=
一
、
浩
草
。

(
第
六
抗
一
一
九
)

苑

市
町
村
山
批
合
合
業
に
就
て

第
↑
十
一
審

詑
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喝JI

" 眠

(
第
六
蹴
一
二

O
)

九

説

宛

市
町
村
山
沿
告
企
業
に
就
て

第
二
十
一
巻

プ
ル
F
J
F
市
は
、

岡
市

ω電
気
事
業
を
一
般
電
気
曾
融
(
A
-
E
・G
)
に
許
可
す
る
に
方
b
、
岡
市
電
気
事
業
経
笹

ω

記
事
が
あ
る
。

只
事
情
上
此
僚
件
は
、

主
(
持
分
に
由
服
、
其
業
務
仁
奉
加
す
る
旨
を
定
め

千
九
百
十
年
迄
賀
行
せ
ら
れ
な
か
っ
た
叫
倫
此
企
業
態
の
新
設
の
例
ご
し

矯
め
に
新
設
せ
ら
る
べ
き
株
式
曾
枇
の
株
式
四
割
を
市
有
吉
し
、

千
九
百

O
三
年

u
l
ト
刊
ノ
ン
グ
ン
市
が
伯
林
の
電
気
官
業
曾
枇
ご
竿
々
の
資
本
主
監
査
役
子
炉
』
山
山

L
て
設

立
し
た
同
市
電
気
有
限
責
任
曾
枇

(
G
-
m
-
b

・H
)
が
あ
る
凶
後
共
附
慣
が
私
人
株
を
買
牧
し
た
例
己
し
て
は
、

て
は
、

千
九
百

O
六
年
仁
ケ
ー
ヶ
よ
ト
市
が
岡
市
仁
在
っ
た
な
修
市
街
電
車
曾
枇
の
株
の
四
分
の
三
を
、

ひ
取
っ
て
混
合
態
を
採
っ
た
凶
従
て
考
の
上
で
も
事
質
上
で
も
、

私
人
か
ら
民

ラ
イ
ニ
ジ
ュ
、
ク
エ
ス
ト
フ
ェ

1
9
ッ
V

エ
品
目
枇

最
近
江
限
つ

τも
一
五
ふ
を
得
ぬ
。
夫
に
拘
ら
や
先
馴
者
三
右
な
さ
る
、
の
は
、

し
た
影
響
Z
関
係
し
た
事
業
範
国
ご
が
威
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

~l; 
及

が
最
も
早
い
ご
云
ム
事
は
、

兎
に
角
〈
千
九
百
十
年
前
後
が
ら
可
成
多
数
的
混
合
企
業
が
起
き
れ

τ居
る
。
其
設
立
に
至
る
経
過
は
三
大
別

し
得
る
。
一
は
n
公
共
凶
般
が
従
来
的
私
企
業
に
参
加
し
た
も
の
で
、
前
例
の
戸

l
y
才
戸
ト
市
や
エ
ッ
セ
V
市

ω

電
気
又
は
市
街
屯
車
の
如
き
之
で
ゐ
る
o

而
て
此
経
過
を
採
る
場
合
は
、
許
可
期
限
又
は
報
償
契
約
改
定
期
限
の

到
来
に
方
っ
て
、
改
治
せ
ら
る
、
も
の
に
多
い
。
二
は
従
来
の
市
町
村
公
企
叫
止
が
私
人
を
参
加
せ

L
め
て
組
織
を

麓
瓦
[
一
た
も
の

T
ゐ
る
。
例
は
ク
ォ

Y
ム
市
街
山
電
気
供
給
(
一
九
一

O
年
九
又
は
川
ム
ポ
作
ン
市
有
の
市
街
餓

道
ご
九
一
一
ご
J
V
混
合
態
仁
な
っ
た
の
は
之
に
脱
す
る
。
三
は
公
私
人
が
共
同

[τ
新
設
し
代
も
の
で
あ
る
。
例

は
メ

1
Jプ戸
d
p
y
電
気
及
市
街
電
車
株
式
曾
枇
(
一
九

C
九
)
が

uJrlJプ
戸
ポ
戸
ン
市
、
一
カ

J
f
A
ト
フ
ァ

l
レン

ヲ
ェ
ー
ト
プ
ェ

1
9
ッ
シ
エ
二
曾
批
正
共
同
じ
て
H

叉
大
勤
カ
フ
ラ
〆
ケ
V

株
式
曾
批
(
水
力
竜

州
H
A
ラ
イ
-
一
日
ν

ュ、

9
2
8
2
5
 

7
5
4
7
4
4
 

一
ド
~
一
一
一
」

荷
主
引
円
相
炉

1
5
5
5
5
5
 

0
0
0
0
0
o
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a
a
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a
L

a
a
a
a
L
a
 

t
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-

V
5
v
v
v
u
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V

抗
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、
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町
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叩
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気

一
)
が
三
ユ

U
Y
Y
4
y
h
グ市、

7
品

F
l
ト
市
、

、，

v

b

F

ゲ
ヴ
ト
曾
枇
及
私
立
の
三
銀
行
芭
共
同
じ
で
超

Jl. 

3
れ
た
る
が
如
き
は
印
も
之
れ
で
ゐ
る
。

而
て
此
企
業
般
を
取

τ居
る
も
の
を
漆
別
に
見
れ
ば
、
電
気
供
給
.
迭
屯
事
業
、
市
街
、
郊
外
及
鰹
似
舗
道
ハ

加

川

U

I

此
斯
供
給
、
劇
場
が
宝
要
な
る
も
の
で
・
例
外
吉

Lτ
水
道
、
倉
庫
、
船
舶
蓮
段
、
遠
洋
漁
業
等

ω如
、
き
が
め
る
。

企
業
教
も
断
次
増
加

L
(到
二
)
、
且
一
企
業
の
地
域
的
範
聞
も
燐
大
せ
ら
れ
て
曾
枇
に

Lτ
良
く
百
二
十
以
上

ω町

村
を
包
合
し
て
居
る
も
の
も
あ
る
。
特
に
市
町
村
の
電
気
企
業
が
之
に
移
行
す
る
も
の
多
量
に
依
b
註
三
)
、
途
に

ザ
タ
セ
ヤ
内
務
省
は
千
九
百
十
一
年
末
市
町
村
に
向

τ、
其
公
有
を
成
る
べ
〈
保
持
す
る
や
う
警
告
を
後
す
る
に

必

至
っ
た
。
戦
後
伺
巡
の
経
済
一
般
特
に
市
町
村
財
政
が
困
難
な
紋
態
に
陥
入
っ
て
居
る
際
に
、
此
企
業
態
は
一
層

傭
大
さ
れ
後
展
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

問
題
正
し
て
は
、
千
九
百
十
一
年
此
企
来
態
に
謝
し

τ特
別
の
法
令
が
必
要
で
ゐ
る
ご
云
ふ
議
論
が
起
る
や
、

先
づ
之
を
中
心
ご
し
て
其
賛
否
が
容
は
れ
、
延
い
て
純
際
的
技
術
的
財
政
的
昆
地
か
ら
日
常
企
業
な
企
業
及
混
合
企

業
の
優
劣
論
に
及
ん
で
論
争
せ
ら
れ
た
。
時
品
目

t
伯
林
市
が
岡
市
電
気
事
業
を
市
有
化
せ
ん
ご
す
る
時
で
め
っ
た

か
ら
一
一
盾
其
議
論
を
沸
騰
せ
し
め
た
富
山
)
O

、，2 

其
姐
正
備
に
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
一
ニ
白
者
骨
中
に
ハ
ツ
ソ
ー
は
一
一
一
十
二
例
を
」
げ
、
一
九
一
三
l
一
四
年
度
市
町
村
年
鑑
に
は
、
岡

M
M
 

年
度
目
電
気
曾
一
叫
山
新
加
合
企
業
山
み

τ
七
例
主
示
し
て
肘
る
。
樹
抽
出
及
時
閥
都
市
合
議
上
で
度
々
問
題
に
な
っ
た
事
を
叫
て
吋
ば
判
前
書
hr
除

鮭
て
あ
る
。

(
睦
三
)

都

市
町
村
平
師
(
一
九
一
一
l
一
四
)
に
は
市
有
市
樹
電
車
の
み
で
、
之
に
悼
行
し
た
も
山
十
一
例
あ
る
を
指
摘
し
て
居
る
。

設

〔
第
六
抗

九三コ一

第
二
十
一
を

~ 

市
町
村
山
り
品
告
企
業
に
就
て
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dr同町

K
A
t
u
t
u
u弔
puuviJ4品
世
間
円
い
汁
山
市

・

ー

設

第
二
十
一
巻

(
第
六
続
三
一
二
)

1L 

阿

苑

市
町
村
白
協
合
企
業
に
就
て

官
時
の
論
争
は
多

f
新
聞
雑
誌
で
行
は
乱
た
白
で
大
事
般
は
夫
を
且
る
を
得
な
い
事
を
遇
偏
在
す
る
。
月
雑
誌
の
論
丈
白
集
め
て
あ
る

l賛
否
両
論

ω
l『
公
害
と
許
可
器
』
町
、
市
町
村
年
鑑
一
九
一
一
一
年
度
以
降
を
参
酌
し
て
片
警
官
雪
。

(
監
岡
)

公
企
業
ご
私
企
業
ご
の
中
間
物
が
生
れ
た
動
機
又
は
原
因
ご
鬼
ら
る
ぺ

一
般
的
動
機
ピ
個
別
的
動
機
ご
を
別
も
得
る
。

き
も
の

園
、
強
生
の
動
機
。

如
是
、

個
別
的
動
機
ご
は
個
々
の
場
合
に
於
て
、

其
時
々
の
市
町
村

並
に
私
人
側
の
経
済
的
及
共
他
の
事
情
を
指
す
の
で
あ
る
。

従
て
夫
は
質
例
の
各
場
合
全
一
々
刈
摩
す
る
の
外
な

〈
抜
に
は
省
〈
(
註
E
)
。
従
て
各
場
合
に
比
較
的
共
通
で
あ
る
一
般
的
の
も
の
を
奉
ゃ
る
の
外
な
い
1
0

錫

(
館
五

γ
例
ぱ
、
A

ア
イ
七
ル
ド
ル
フ
市
山
部
外
-
ニ
私
設
繊
遁
に
謝
す
る
参
加
は
、
市
山
例
制
活
と
の
辿
絡
が
励
楠
山
巾
重
弾
て
あ
る
し
、
又
7

ラ
ン
ク

ア
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
市
山
瓦
御
率
業
内
協
合
犠
は
、
私
骨
枇
と
由
契
約
捌
聞
が
長
期
|
!
百
年
ー
ー
で
あ
っ
た
事
と
、
私
hw
批
が
既
定
の
品
質

の
耳
期
監
市
民
に
供
給
せ
な
か
っ
た
事
と
か
ら
明
設
止
し
で
居
る
が
如
き
で
あ
る
。

一
般
的
動
機
は
主
鍾
を
標
準

t
L
τ
日
常
人
側
及
私
人
側
の
動
機
に
分
も
得
る

L
、
叉
企
業
を
中
心
ご
し
て
資
本

に
欄
す
も
も
の
及
業
務
に
関
す
る
も
の
に
分
ち
得
る
。
諸
に
は
主
健
を
標
準
正
し
て
一
般
的
動
機
Z
さ
れ

τ居
る

も
の
を
列
挙
し
ゃ
う
。
然
し
夫
れ
以
前
に
、
最
も
一
般
的
で
而
も
根
強
い
動
機
正
し
て
・
或
稀
企
業
の
市
町
村
有

化
、
就
中
市
有
化
ご
云

ι時
代
の
要
求
を
ゆ
ム
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
下
掲
「
る
一
公
人
及
私
人
側
の
勤
機
も
宇
ば
此
要

求
金
背
最
ご
し
て
持
っ
て
居
る
主
主
へ
る
。

ィ
、
市
町
村
側
。
之
は
又
会
企
業
一
般
に
亘
つ
で
、
却
も
其
主
健
が
闘
中
部
た
る
ご
市
町
村
た
る
古
に
論
な
き
事

柄
引
正
、
市
町
村
に
特
に
重
要
な
事
項
ご
が
あ
る
。
前
者
は
例
ば
公
企
業
の
刺
筈
得
夫
、
通
不
通
の
如
き
問
題
で
あ

る
が
、
之
は
一
般
論
ご
し
て
省
主
、
後
者
の
中
重
要
な
も
の
女
け
を
数
へ
る
。
い
、
先
づ
財
政
制
事
情
で
あ
る
。

。冊enllicherBetrieb lInd Konzessionswirtschaft. 1915. Her礼usg.von E・

2eUιDie Gemeindebetriebe ~t;r Stadt DU5seldorf，叩9.S. 6匂5-6.命7 
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特
殊
の
都
市
を
除
話
、
市
町
村
の
財
政
力
は
一
般
的
に
は
弱
い
も
の
で
あ
る
。
課
税
制
品
偵
に
就
き
各
械
の
制
限
古

監
督
ご
が
ゐ
b
、
且
事
質
上
財
源
も
少
な
く
信
用
程
度
も
低
い
o

従
て
会
盆
を
進
め
一
一
澗
利
の
増
進
ご
も
な
h
且
叉

将
来

ω
一
財
源
た
る
べ
き
或
企
業
の
市
町
村
有
化
を
計
っ
て

b
、
財
力
が
之
に
良
〈
件
は
ぬ
o

阪
存
山
り
司
公
企
業

ω

繍
張
や
戒
は
他
ピ
の
競
争
を
期
し
て
も
資
カ
が
充
分
に
得
雛
ヤ
o

b
、
純
市
町
村
企
業
で
は
庚
V
地
域
仁
亘
っ
て

腕
来
を
考
へ
た
る
計
制
を
行
ひ
難
い
。
例
ば
電
気
瓦
斯
上
下
水
道
及
各
柿
の
交
通
事
業
が
一
般
に
大
量
生
産
的
に

有
利
な
る
鮎
を
除

γτ
も
俗
、
市
町
村
勝
来
の
殺
展
を
考
察
し
、
且
其
近
隣
の
市
町
村
正
の
連
絡
及
統
一
に
悩
意

L
て
計
制
を
樹

τ賀
行
す
る
事
は
甚
に
必
要
で
ゐ
る
o

然
る
に
市
町
村
相
互
で
弘
、
事
業
E

に
の
危
険
其
他
の
負

撚
・
受
盆
又
は
牧
盆
の
分
配
等
に
闘
し
、
積

-Mω
問
題
hr引
起
し
意
昆

ω
一
致
が
容
易
で
な
h
w

。
い
、
純
市
町
村

企
業
は
人
に
就
て
特
別
の
一
知
所
を
持
つ
。
郎
も
市
町
村

ω代
表
者
じ
以
有
識
遠
眼

ω士
や
趨
嘗
の
事
業
家
は
少
な

い
。
前
又
企
業
縦
管
の
局
に
賞
る
技
術
家
芸
他
的
人
も
時
間
〈
良
材
を
求
め
難

ν。
川
、
純
市
町
村
企
業
は
岡
家
及

市
町
村
行
政
上
二
重
束
純
を
受
付
自
由
な
る
行
動
を
阻
止
古
品
、
外
に
、
市
町
村
内

ω各
刷

ω勢
力
闘
係
に

I
h

好
ま
し
か
ら
泊
影
響
を
受
〈
る
事
は
、
佐
々
閤
家
公
企
業
よ
h
著
L
V
o

以
上
の
如
き
特
殊
的
市
中
怖
が
一
般
的
公

企
業
の
一
知
所
に
加
は
る
の
結
川
市
は
、
市
町
村
企
業
の
成
績
が
上
が
ら
品

ω
み
で
な
〈
、
必
要
な
市
町
村
岡

ω
企
業

は
等
闘
に
附
廿
一
ら
る
、
場
合
が
多
い
。
然
仁
市
町
村
は
一
財
源
、
こ
し
或
又
公
命
保
護
上
よ

b
、
巳
有
の
企
業
を
放

棄
す
る
を
好
ま
心
。
反
て
盆
t
多
〈
を
目
白
有
化
せ
ん
正
す
る
。
従

τ訟
に
比
較
的
小
額
の
資
本
合
以

τ、
n
公
盆
を

保
護
L
、
而
町
村
畿
脱
の
印
刷
家
も
考
へ
、
縦
替
上
の
能
率
も
高
め
、
而
且
財
源
を
求
め
ん
ご
す
る
要
求
が
生
す

る
。
之
れ
賞
然
の
理
で
め
る
。

己宣

jIJj 

市
町
村
山
一
出
合
企
業
に
就
て

第
二
十
一
容

へ
第
穴
批
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詑

市
町
村
山
出
合
企
業
に
就
て

現』

第
二
十
一
巻

(
A
W

六
娘
一
=
凹
)

ヘ
私
人
側
郎
資
本
家
H
A
企
業
中
部
側
。
い
、
な
人
は
勿
論
な
金
業
を
好
む
げ
れ
共
、
市
町
村
は
自
己
が
終
来
所

有
せ
ん
正
す
る
事
業
に
は
容
易
に
許
可
を
刷
用
へ
な
U
o

又
其
市
街
其
仰
の
託
公
の
所
有
す
る
も
の
を
利
用
せ

L
h
u
る

を
好
ま
な
い
I
o
許
可
を
興
へ
利
則
せ

L
む
る
に
は
報
償
契
約
其
他
で
活
動
範
闘
を
時
事
所
的
に
制
限
す
る
を
普
通

ご
す
る
。
仏
、
起
業
資
一
川
を
集
川
町
、
負
債
就
中
一
枇
偵
を
起
す
に
方
与
、
一
面
公
人

ω信
用
を
利
用
し
得
れ
ば
有
利

に
し
て
容
易
で
あ
る
。
い
、
純
私
企
業
で
は
日
公
有
の
道
路
踊
場
其
他
の
設
備
の
利
用
や
事
業
の
儲
張
又
は
踊
四
百
民
等

に
就
き
共
都
皮
公
人
己
の
交
捗
に
困
難
を
件
ひ
易
い
o
山
町
、
忠
人
が
仙
じ
企
業
を
布
す
る
場
合
に
は
、
夫
さ
の
取

引
を
容
易
に
結
合
し
得
る
。
例
ば
電
気
機
械
又
は
探
共
り
製
匙
曾
枇
が
公

ω電
出
刑
執
業
に
奉
加
す
る
事
に
依
h

リ
其

製
品
叫
品
的
取
引
先
を
獲
る
如
一
当
日
之
で
あ
る
。
従
て
悲
人
に
は
不
利
不
仰
を
除
レ
て
而
も
比
較
的
確
貨
な
投
資
方
法

如
何
ピ
一
五
ふ
問
題
が
起
る
。

如
是
両
者
の
動
機
正
要
求
ど
仁
郎
じ
て
案
出
苫
れ
設
立
さ
れ
た
企
業
銀
が
却
も
一
公
私

ω混
合
金
楽
で
あ
る
。
従

τ惑
に
は
公
私
人
が
各
自
の
利
盆
を
巾
心
ご
し
て
提
契
し
て
居
る
。
而
工
己
に
列
記
せ
る
如
〈
其
業
務
が
多
〈
獅

占
的
性
質
を
持
つ
も
の
仁
限
ら
れ

τ居
る
の
は
、
此
従
契
に
仰
な
る
が
放
で
め
る
。
然
[
術
日
公
人

ω共
同
利
盆
己

私
人
の
笹
利
Z
が
著
し
〈
謝
立
L
居
る
一
帯
は
見
逃
し
て
は
な
ら
泊
。

豆
、
組
織
夜
其
他
。
組
織
及
英
仙
の
一
般
仁
就
て

v
は
な
〈
主
正
ー
し
て
法
枠
上
の
形
態
正
、
R

公
私
持
一
分
の
割
合

ご
を
簡
問
中
に
紹
介
L
皮
い
。

ィ
、
法
律
上
の
形
態
。
市
町
村
聯
合
企
業
は
多
〈
布
限
責
任
曾
枇

(
G
-
m
-
h
-
H
)
で
あ
る
に
反
し
、
此
企

業
は
多
〈
妹
式
曾
刷
組
織
で
あ
る
o

次
い
で
は
有
限
責
任
曾
一
枇
で
向
若
干
の
分
配
組
合
組
織
の
も
あ
る
。
更
に
例

}L 

，、



外
的
に
令
名
曾
枇
ゃ
い
地
名
組
合
組
織

ω
も
一
一
一
め
る
o
従

τ、
分
配
組
合
e

炉
除
き
、
加
は
皆
勿
論
、
法
律
上
普
通
一

ー
何
等
特
別
の
制
限
も
便
宜
も
な
い
九
然
L
夫
れ
で
は
市
町
村
及
会

般
の
商
事
曾
副
己
同
一
の
地
位
に
ゐ
る
誇
壬

品
抵
の
保
識
が
不
充
分
で
あ
る
か
ら
、
「
混
合
純
済
企
業
」
に
謝
す
る
特
別
法
が
必
要
に
正
云
ふ
主
張
が
あ
る
(
討
さ
。

一
は
公
入
が
株
主
抱
曾
及
取
締
役
の
決
議
に
謝
i

桓
否
械
を
持
つ
一
帯
、

二
は
義
人
は
芸
株
式
及
持
分

英
要
冊
聞
は
、

二
は
公
判
払
株
主
聞
及
公
人
Z
曾
枇
ピ
の
聞
に
年
議
が
起
っ
た
場
合
に

が
少
な
い
時
で
も
監
査
役
一
名
を
出
す
事
、

は
脱
会
事
曾

ω委
員
曾
を
以
て
組
織
す
る
仲
裁
裁
制
に
附
す
事
の
一
一
一
一
献
に
あ
る
。
之
に
劃
し
て
は
如
此
事
項
は
設

立
に
方
て
契
約
や
定
款
で
定
め

τ泣
け
ば
充
分
で
決
要
な

Lsc
云
ふ
反
動
論
も
あ
る
。
質
際
上
に
は
向
永

r之
に

闘
す
る
特
別
の
立
訟
は
見
な
い
様
で
め
る
。
従

τ現
行
法
上
で
は
何
の
組
織
が
最
も
便
宜
で
あ
る
か
、

又
如
何
な

る
定
欽
を
作
れ
ば
公
人
及
乱
世
盆

ω
保
識
が
充
分
で
あ
る
か
uv
問
題
記
し
て
獲
る
。

此
』
躍
は
始
め
エ
フ
・
7

ロ
イ
ン
ド
氏
に
依
て
千
九
百
寸
一
年
九
月
十
五

H
O
「
樹
逸
法
曹
新
聞
」
判
上
に
泊
四
表
さ
れ
た
と
-
主
。
拙
し
持

新
聞
を
且
る
を
持
な
か
っ
た
り
亡
、
同
氏
の
同
一
意
且
冶
縫
炎
L
た
も
の
と
昆
ら
る
L

脚
諸
白
描
文
監
見
、
内
同
新
聞
よ

ω
志
且
を
相
介
L
H
駁

口

論
を
し
た
脚
詰
リ
ン
ダ
マ
ン
氏
の
論
文
を
参
考
と
し
た
。

(
位
六
)

ロ
、
会
副
弘
人
の
株
式
又
は
持
分
の

Mm合
。
大
織
に
於
て
市
町
村

ω株
式
叉
は
持
分
が
優
勢
な
場
合
が
多
U
o

今

メ

?
y
!
の
例
示
す
る
蕗
を
両
分
し
て
鬼
れ
ば
.
一
一
公
人
が
過
宇
帥
棋
を
所
布
す
る
場
合
最
も
多
〈

L
τ
十
二
例
、

次
は
敷
公
人
の
持
分
を
合
計
し
て
優
勢
正
な
る
も
の
入
例
、
上
級
会
人
例
ば
闘
又
は
州
が
若
干
所
有
し
之
三
市
町

村
の
持
分
Z
合
計
し
て
優
勢
ご
な
る
も
の
三
例
、
|
|
此
場
合
は
市
町
村
正
弘
人
吉
は
略
宇
分
宛
を
所
布
す
る
、

十
l
n公
判
品
宇
心
の
場
合
四
一
例
、
私
ん
が
優
勢
な
る
場
台
四
一
例
を
上
げ
て
居
る
。
此
割
合
は

71ス
ト
の
諸
例
に
就

五

:JL 

-じ

記

み官

市
町
村
田
地
合
企
業
に
就
て

第
二

f
一を

杯
第
六
碗
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-uh' 

!

ー

詑

苑

市
町
村
山
川
出
合
企
業
に
就
て

第

一

十

巻

(
第
六
掠
一
一
二
ハ
)

JL 

J、

て
昆

τも
略
同
徒
で
あ
る
富
士
)
O

而

τ株
式
又
は
持
分
の
優
劣
は
業
務
上
の
勢
力
の
消
長
ご
な
る
の
が
原
別
で
あ

る
か
ら
、
株
式
、
持
分
の
謹
一
具
に
は
稀
々
の
事
が
定
歎
又
は
附
嵐
契
約
で
規
定
さ
れ
て
居
る
。
例
ば
勝
来
的
増
資

に
依
て
其
割
合
に
麹
化
を
来
き
い
る
如
〈

L
、
或
又
全
然
又
は
一
定
期
間
相
手
方
の
承
諾
な
く

L
て
は
第
三
者
に

譲
渡
す
べ
か
ら
古
る
旨
を
定
め
、
夏
仁
寅
却
に
方
h

リ
パ
は
相
手
方
の
隣
町
民
優
先
械
を
設
定
せ
る
が
如
き
で
あ
る
凶

此
動
に
就
て
は
リ
i
フ
マ
シ
が
公
人
出
五
十
一
一
声
て
あ
り
W
M

又
ラ
イ
ト
ネ
ル
が
公
人
が
劣
掛
で
あ
る
が
如
{
説
〈
の
は
北
に
前
ら
ぬ
凶

(
駐
七
)

て
其
他
組
織
上
の
問
題
ピ

L
て
は
、
票
決
機
の
制
限
、
曾
枇
代
衣
者
及
川
陥
査
役
の
選
任
方
法
H
A
其
緋
限
等
ゐ

れ
r」
略
す
る
o

更
に
一
一
府
重
要
な
の
は
、
定
欺
、
所
調
報
償
契
約
及
設
立
の
附
胤
契
約
及
啓
明
等
で
あ
ら
う
。
而

此
等
の
特
長
貼
は
、

a
建
設
資
本
金
の
比
較
的
小
額
な
説
、

b
、
借
入
金
就
中
枇
偵
強
定
額

ω多
い
事
及
其
僚
件
、

い
、
一
定
期
限
内
叉
は
後
に
市
町
村
に
買
牧
L
得
主
事
及
其
買
股
附
闘
機
の
件
等
で
あ
る
o

が
定
般
共
他
の
契
約
は

凋
ふ
り
組
織
上
の
重
要
問
題
た
る
の
み
な
ら
十
其
及
ぼ
す
所
炭
〈

L
τ
重
大
で
ゐ
る
。
ヌ
特
別
の
興
味
も
あ
る
か
ら

別
に
紹
介
L
度
い
正
思
ふ
。

穴
、
市
町
村
財
政
と
の
閥
係
。
ィ
、
一
山
収
入
源
ご
し
て
企
業
所
有
の
問
題
。
之
は
従
来
公
企
業
台
所
有
し
た
る

も
の
が
混
合
鱒
に
移
っ
た
場
合
Z
、
所
有
せ

g
hし
b
の
が
新
に
之
れ
に
会
加
し
た
場
合

t
e
r
・
陥
別
し
て
見
な
り

れ
ば
な
ら
泊
。
第
一
の
場
合
は
財
源
を
一
郁
夫
ム
事
正
な
る
。
然
[
質
際
上
の
牧
入
が
増
加
メ
減
少
す
る
か
は
、

改
造
前
後
の
替
業
扶
態
に
よ
h
て
異
る
ぺ
〈
一
概
仁
一
瓦
ム
ル
ヰ
得
ぬ
。
只
質
川
川
に
依
れ
ば
会
企
業
が
混
合
践
に
改
治

せ
ら
る
、
も
の
は
比
綾
的
替
薬
師
肌
践
慈
(
改
善
の
必
要
め
る

b
の
に
多
い
叩
従
て
戒
は
一
般
財
政
の
負
擦
を
艦
拙
慨

し
或
は
牧
入
を
増
加
す
る
で
あ
ら
う
ご
想
像
古
る
、
。
但
し
此
場
合
先
以

τ考
究
を
要
す
る
は
、
公
企
業
を
夫
自

以上此項主としてPassow.o. o. a. S. '43-153 
Licfmann， a. a. O. S. 215・
Leitncr. P l'ivat¥'、.，jrtschaftslehrcder Unternehmungen. 1922. 4 Al正S.232 
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髄
芭
し
て
の
改
善
方
仲
間
の
有
無
及
如
何
で
あ
ら
う
。
其
方
法
如
何
に
依
て
は
善
良
な
る
管
業
朕
般
に
導
き
従

τ
一

良
好
財
源
芭
な
し
得
m
H
t
限
ら
泊
。
第
二
の
場
合
は
新
に
参
加
L
た
る
丈
け
で
は
一
新
財
源
を
獲
た
事
ご
な
る
。

然
L
倫
直
に
常
に
枚
入
上
好
良
な
結
果
を
蔚
ら
す
古
ー
は
限
ら
泊
。
只
一
般
的
に
建
設
費
が
比
較
的
低
〈
わ
且
一
定

年
後
に
は
利
袋
金
の
一
部
を
年
々
充
賞
し
て
市
町
村
有
化
し
得
る
議
定
的
上
に
在
る
駄
を
以

τす
れ
ば
、
或
は
財

源
獲
得
の
一
方
法
で
あ
ら
う
。

口
、
牧
盆
高
o

財
孤
ご
し
て
の
質
際
叫
航
路
如
何
は
一
層
重
要
で
国
品
。
け
れ
共
市
町
村

ω各
財
務
統
計
は
混
合

企
業
か
ら
流
入
す
る
般
入
を
-
随
分
し
て
示

L
て
居

ι副
総
で
ゐ
る
ω
従

τ果
し
て
幾
何
の
牧
入
が
あ
り
、
夫
が
共

締
め
の
公
偵
己
の
関
係
、
従
前
の
且
官
業
服
態
己
の
比
較
等
重
要
な
る
事
項
が
、
甚
に
遺
憾
で
は
め
る
が
倫
不
明
に

崩
す
る
。
六
支
出
己
の
闘
係
。
先
に
別
り
た
第
一
の
場
合
は
、
公
企
業
の
経
理
費
を
消
失
せ
し
む
る
。
こ
れ
は
一
見
之

ド
謝
立
す
る
枚
入
の
減
少
を
来
す
か
ら
単
に
外
形
上
の
一
帯
に
止
ま
る
燥
で
あ
る
が
‘
若
L
経
理
費
中
に
冗
費
あ
る

場
合
に
は
、
共
部
分
は
節
約
[
得
品
。
第
二
の
場
合
に
は
、
街
路
「
公
闘
等
の
股
火
、
ぬ
の
錦
め
に
す
る
給
水
等
に

闘
し
以
前
よ
h
有
利
な
俄
件
で
契
約
を
な
し
得
べ
〈
、
英
範
闘
で
は
若
干
支
出
を
節
約
L
得
る
で
あ
ら
う
。
雨
者

共
に
建
設
資
本
を
何
等
か
の
形
で
支
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
共
通
仁
て
居
る
。

-一、
R

官
僚
己
の
闘
係
。
起
業
資
本
少
〈
、
起
業
後
は
混
合
企
業
自
慢
の
負
債
で
業
務
を
錫
す
か
ら
、
市
町
村
の

余
業
会
偵
を
夫
れ
丈
げ
小
額
に
止
む
る
。
従

τ一
公
償
提
も
亦
夫
に
臆
じ
て
減
小
す
る
。
然
L
他
方
、
刑
依
に
就
て

公
人
が
支
抑
保
詮
を
な
し
、
時
ご
し
て
私
株
主
に
謝
し
一
定
期
間
配
省
保
諮
を
な
す
場
合
あ
る
を
見
れ
ば
、
時
ド

設

苑

市
町
村
山
越
合
企
業
に
就
て

第
二
十
一
審

(
停
大
観

士
) 

ゴL

;lL 
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要E

市
町
村
山
混
合
合
議
に
就
て

説

協
二
十
一
番

(
第
六
腕
一
二
八

六a

O 

反
し
て
財
政
負
婚
を
増
加

τる
事
あ
る
べ
き
を
橡
想
せ
し
む
。

て
財
務
上
の
取
扱
ひ
υ

株
式
又
は
其
持
分
を
他
の
市
町
村
財
産
ご
同
一
一
脱

L
、
動
産
ざ
し
て
一
括
し
て
彪
理

す
る
事
も
出
来
る
o

之
に
従
へ
ば
共
牧
入
は
市
町
村
の
動
産
投
入
を
な
し
、
其
骨
川

ω支
出
は
、
企
業
会
加
又
は
投

資
的
支
出
正
な
る
で
め
ら
う
。
叉
特
別
の
資
金
曾
計
を
作
っ
て
、
企
業
参
加
の
牧
支
を
成
理
す
る
も
一
方
法
で
あ

る
。
例
ば
、
市
町
村
企
業
政
策
上
の
重
大
河
る
一
進
歩
ピ
評
せ
ら
れ
て
居
る
‘
デ
イ
セ
ル
ド
U
F

プ
市
の
営
利
企
業

参
加
資
金
の
制
度
の
如
き
は
之
れ
で
あ
る
ω

起
債
、
其
他

ω経
袋
己
の
関
係
を
看
、

E
強
調
を
計
り
、
叉
賂
京
市

町
村
化
を
期
す
る
な
ら
ば
此
制
度
は
便
利
で
あ
ら
う
。

要
之
・
財
政
ご
の
閥
係
は
日
倫
浅
〈
充
分
の
材
料
が
な
い
の
で
庚
く
深
〈
考
察

L
雛
ぃ
。

真
に
如
此
混
合
態
が
園
民
経
済
上
就
中
経
済
政
策
上
、
又
枇
曾
政
策
上
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
か
ご
一
五
ふ
問
題

も
亦
碗
究
仁
一
値
す
る
が
益
仁
は
略
し
て
、
最
後
に
、
削
申
者
賞
際
家
の
評
言
を
二
三
紹
介
し
ゃ
う
。

七
、
辞
書
。
先
づ
第
一
に
、
此
企
業
態
に
府
氷
山
り
曜
を
喝
し
盆
々
重
要
吉
を
塙
す
ぺ
し
正
の
設
が
ゐ
る
o
其
理

由
は
、
或
は
比
較
的
小
資
本
で
市
町
村
に
望
ま
し
き
設
判
を
獲
せ
し
め
H

或
は
比
企
業
態
は
技
術
上
経
済
ト
純
公

市

4

企
業
よ
り
抽
出
市
平
を
高
む
o

特
に
市
町
村
間
仁
一
日
一
る
企
業
、
電
気
、
交
通
唱
業
の
如
き
に
は
有
利
で
あ
る
o

誕
に
或

は
此
形
態
は
市
町
村
有
化
的
前
提
七
り
一
階
段
た
る
が
放
仁
良
し
モ

L
H
戒
又
主
義
正
し
て
は
純
公
企
業
仁
劣
る

け
れ
共
、
夫
に
件
ふ
官
僚
主
義
を
除
く
の
勅
に
於

τ考
慮
に
値
す
、
な
ど
を
数
ム
。
然

L
第
二
に
之
に
針
し

τ間

々
の
異
論
も
ゐ
る
。
其
根
嫁
正
す
る
所
は
、
先
づ
純
公
企
業
切
能
率
が
低
い
の
は
粧
品
百
方
法
が
惑
い
の
で
其
勉
め

仁
公
企
業
を
否
定
し
又
は
川
出
合
態
を
良
し
正
す
る
に
足
ら
ぬ
山
犬
は
英
国
の
質
例
が
設
明
し
て
居
る
で
は
な
い
V
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か
(
註
凡
な
究
に
名
は
n
官
官
位
混
合
な
れ
共
、
質
は
小
数
資
本
家
の
手
中
に
会
盆
的
事
業
を
委
ぬ
る
結
果
ご
な
h
叫
或

又
工
業
曾
枇
が
自
己
の
販
路
暗
闇
張

ω錦
め
に
作
っ
た
も
の
で
、
市
町
村
有
化

ω
一
橋
段
に
非
宇
ご
す
る
。
夏
に
一

屠
本
質
的
な
批
一
群
ご
思
は
る
、
の
は
、
此
企
業
践
の
後
展
や
良
い
能
率
を
上
f
る
事
は
凡
て
る
人
正
花
人
ご
の
協

調
に
基
〈
。
然
る
に
時
間
的
に
俊
現
し
且
深
酷
ご
な
る
ぺ
き
多
〈
の
利
害
関
係
の
品
目
立
を
考
へ
な
〈
て
は
な
ら

ぬ
。
特
に
公
人
が
短
期
間
の
後
に
会
有
化
せ
ん
正
の
些
を
持
つ

t
居
る
場
合
は
然
h
で
あ
る
日
従
て
此
業
態
が
継

続
し
て
特
に
重
要
な
役
割
を
勤
な
る
ご
は
術
ど
う
し
て
も
信
A
r

ら
れ
ぬ
芭
云
ふ
・
池
見
で
あ
る
同

(
監
八
)
円
九

o
b主
同
商
務
省
自
調
査
に
似
れ
ば
、
一

O
大
副
都
市
全
君
主
主
唱
と
一
一
一
一
一
白
私
宿
三
大
れ
と
が
あ
う
て
、
共
批
態
衣
凶

如
し
と
叫

費

本

金

公

右

L
Eつ
冒
苦
瓜

ゴ
F
E

lA 

有

四
六

O
E沼
周

一O
、
プ
フ
ヱ
ユ
ツ
ヒ

平
均
運
賃
公
有

λ
、
凹
プ
フ
ヱ
ニ
ツ
ヒ

fA 

有

利
姐
り
時
宥

七
4
-
a
u
m

有

回
3

一4um

是正

夏
に
第
三
設
ご
し
て
、
九
人
戦
前
の
経
験
に
徴
す
れ
ば
、
会
私
の
協
調
も
岡
滑
を
保
も
、
其
結
果
は
少
リ
、
古
も
経

済
的
仁
は
良
好
で
ゐ
っ
た
国
叉
質
際
家
か
ら
も
望
ま
し
き
結
果
を
股
め
て
居
る
事
が
報
告
苫
れ
て
居
る
叫
然
し
本

rn官
企
業
の
諸
弊
害
を
締
ひ
得
る
唯
一
の
道
正
は
見
ら
れ
な
い
。

R
市
町
村
聞
の
聯
絡
に
は
他
の
方
法
が
あ
る

L
、
叉
電
気
事
業
に
就
て
は
岡
有
化

Lτ
能
率
を
上
「
る
事
も
考
へ

ιる
、
。
ム
守
備
甚

r経
験
ご
観
察
の
日
浅

〈
、
其
帥
肺
来
は
不
明
で
ゐ
る
o

今
日
決
定
的
の
判
断
を
下
す
…
耕
は
許
き
れ
な
い
己
一
五
ム
研
究
時
代
設
が
あ
る
叫

八
、
結
局
。
以
上
粗
雑
に
会
私
混
合
企
業
の
形
に
於

τ、
市
町
村
が
私
傍
利
企
業
へ
奉
加
し
て
、
新
L
い
試
み

説

苑

市
町
村
山
槌
告
企
業
に
就
て

部
二
十
一
容

(
第
六
枕

九
) 

九
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I'ijl 

(
体
大
統
一
=
一

O
)

j， 

詑

苑

市
剛
村
山
混
合
企
業
に
就
て

第
二
十
一
容

を
な
し
て
居
る
事
を
紹
介
し
た
。
が
兎
に
角
〈
、
市
町
村
が
会
人
吉
し
て
一
般
の
公
益
一
耐
刺
を
充
分
に
考
臆
L
、

且
財
政
を
顧
み
乍
ら
而
も
私
人
の
投
資
的
活
動
金
刺
戟
す
る
は
ハ
非
慌
の
手
脆
正
経
糖
限
正
を
必
要
Z
す
る
で
あ

ら
う
叫
只
然
し
此
企
業
践
が
或
は
所
調
融
曾
化
の
一
表
現
正
も
m
或
叉
目
白
企
業
の
快
勘
を
補
ふ
一
形
態
ぜ
も
見
得

る

ιす
れ
ば
m
敢

τ無
意
味
の
も
の
で
は
な
い
。
り
れ
共
今
巳
に
此
形
態
を
以
て
、
自
由
主
義
皐
設
仁
基
h
v

て
る

企
業
を
否
認
し
た
時
代
に
突
い
で
、
一
公
企
業
を
繍
張
し
た
都
市
工
業
時
代
が
来
h
、
而
て
今
純
公
企
業
を
き
り
て

活
動
範
囲
大
に
し
て
而
川
町
危
険
の
比
較
的
少
な
い
1

折
衷
企
業

ω時
代
に
移
b
行
か
ん
正
す
る
歴
史
上
の
一
過
程
正

な
し
得
る
で
あ
ら
う
か
叫
会

τは
今
少
し
の
時
日
吉
経
験
子
炉
-
以
て
研
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ

ιぅ。
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